
延慶本『平家物語』にある道宣律師の物語について
（続論）
-敦煌の「隋浄影寺沙門惠遠和尚因縁記」を視野に入
れた考察-

言語: jpn

出版者: 明治大学古代学研究所

公開日: 2022-09-27

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 牧野, 淳司

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

http://hdl.handle.net/10291/22636URL



せ
た
。

い
間
現
れ
な
か
っ
た
の
か
聞
く
と
、

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
両
者
の
間
で
も
ろ
も
ろ
の
世
界
国
土
の
こ
と

に
つ
い
て
物
語
が
交
わ
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
あ
る
時
、
道
宣
が
現
在
は
毘
沙
門
天
王
は

ど
こ
に
い
る
か
と
問
う
と
、
毘
沙
門
天
は
玄
奨
三
蔵
が
大
般
若
経
を
訳
し
て
い
る
の
を
守
護

し
て
い
る
と
犀
荼
天
は
答
え
た
。
そ
れ
を
聞
い
た
道
宣
は
、
玄
奨
は
破
戒
僧
で
私
は
持
戒
僧

で
あ
る
か
ら
私
を
こ
そ
守
護
す
べ
き
で
あ
る
の
に
、
玄
奨
を
守
護
し
て
い
る
と
は
存
外
の
こ

と
で
あ
る
と
言
っ
た
と
い
う
。
こ
の
後
、
語
り
手
は
毘
沙
門
天
が
道
宣
で
な
く
玄
奨
を
守
護

し
た
理
由
に
つ
い
て
、
「
高
僧
伝
」
を
引
用
し
て
説
明
し
て
い
る
が
、
さ
ら
に
道
宣
が
大
慈

就
任
し
て
以
後
の
こ
と
も
語
っ
て
い
る
。
長
老
に
な
っ
て
か
ら
道
宣
の
も
と

っ
て
来
る
こ
と
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
か
な
り
の
時
を
経
て
姿
を
見

い
た
時
は
身
心

に
焦
点
を
当
て
た
も
の

延
慶
本
『
平
家
物
語
』
に
あ
る
道
宣
律
師
の
物
語
に
つ
い
て
（
続
論
）

ー
敦
煙
の
「
隋
浄
影
寺
沙
門
恵
遠
和
尚
因
縁
記
」
を
視
野
に
入
れ
た
考
察
ー

延
慶
本

代
の
僧
、
H

を
め
ぐ
る
不
思
議
な
物
語
が
記
さ
れ
て
い
る
。
道
宣
律
師
が
あ

る
夜
、
終
南
山
に
あ
っ
た
高
楼
か
ら
落
ち
た
。
そ
の
時
、
中
途
で
抱
き
留
め
た
者
が
い
た
。

道
宣
が
誰
か
と
尋
ね
る
と
、
自
分
は
郎
荼
天
で
、
父
王
で
あ
る
毘
沙
門
天
の
命
令
で
道
宣
を

て
し

が
清
浄
で
あ
っ
た
が
、

と
な
っ
た
。
そ
れ
で
毘
沙
門
天
が
参
上
を
禁
じ
た

好
み
に
よ
り
命
令
に
背
い
て
来
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
語
り
手
は
説
明
を
加
え

て
い
る
。
大
慈
恩
寺
は
徳
宗
皇
帝
が
建
立
し
た
大
寺
院
で
、
そ
の
経
営
・
運
営
の
た
め
に
道

宣
は
奔
走
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
世
俗
で
走
り
回
り
度
世
の
計
ら
い
を

気
に
掛
け
ね
ば
な
ら
ず
、
こ
れ
に
よ
っ
て
終
南
山
に
い
た
こ
ろ
の
清
浄
さ
が
失
わ
れ
て
し

ま
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
天
の
守
護
が
加
え
ら
れ
な
く
な
っ
た
の
も
当
然
で
あ
る
と
語
り
手
は

結
ん
で
い
る
。

点
は
道
宣
の
「
自
称
」

は
じ
め
に

ヽ

こ
の
話
は
何
を
問
題
に
し
て
い
る
か
。
一
点
に
絞
ら
れ
る
。
第

で
あ
る
。
前
半
で
語
ら
れ
て
い
る
の
は
、
毘
沙
門
天
の
所
在
を
め
ぐ
っ

の
間
で
交
わ
さ
れ
た
問
答
だ
が
、
も
っ
と
も
重
要
な
の
は
道
宣
が
「
玄
眸
は
破
戒
の
僧
な
り
。

我
は
持
戒
の
者
也
。
我
を
こ
そ
守
護
し
給
ふ
べ
き
に
、
我
を
ば
律
荼
天
に
預
け
て
、
玄
眸
三

(
2
)
 

蔵
を
守
護
せ
ら
る
ら
む
事
は
、
存
外
の
事
也
」
と
言
っ
た
箇
所
で
あ
る
。
こ
れ
を
語
り
手
は

道
宣
の
「
自
称
」
と
言
う
。
つ
ま
り
、
道
宣
が
仏
教
者
と
し
て
の
自
分
の
地
位
を
玄
奨
よ
り

上
だ
と
考
え
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
だ
が
実
は
違
っ
て
い
て
、
玄
奨
こ
そ
が
毘
沙
門

天
の
守
護
に
値
す
る
人
物
だ
っ
た
。
物
語
前
半
は
道
宣
の

日
頃
の

っ
て
か
ら
は
心
が
汚
機
に
な
り
、
身
が
不
浄

牧

野

淳
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本
を
考
察
す
る
に
当
た
っ
て
も
っ
と
も
重
視
さ
れ
る
の
が

に と
言
え
る
。

る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
道
宣
を
め
ぐ
る
物
語
に
つ
い

の
間
で
交
わ
さ
れ
た
対
話
を
語
る
話
の
淵
源
は

撰
、
九
八
八
年
成
立
）
や

と
思
わ
れ
る
が
、
日

本
で
道
宣
が
ど
の
よ
う
に
語
ら
れ
る
か
に
言
及
し
た
。
そ
こ
で
触
れ
た
資
料
の
う
ち
、
延
慶

(
4
)
 

で
あ
る
。
こ
こ
に

は
道
宣
が
行
道
中
に
落
ち
た
こ
と
、
そ
れ
を
毘
沙
門
の
子
で
あ
る
最
勝
太
子
が
抱
き
取
っ
た

こ
と
、
道
宣
が
毘
沙
門
の
所
在
を
問
う
と
玄
奨
の
と
こ
ろ
に
い
る
と
答
え
た
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
る
。
他
の
資
料
と
比
べ
て
、
延
慶
本
と
共
通
す
る
要
素
が
も
っ
と
も
多
い
。
だ
が
『
諸

は
道
宣
の
「
自
称
」
を
問
題
化
す
る
こ
と
は
な
い
。
延
慶
本
と
の
間
に
は
、
な
お

隔
た
り
が
あ
る
の
で
あ
る
。
延
慶
本
の
よ
う
な
話
が
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
か
ら
出
て
き
た
か
、

追
究
す
る
余
地
が
残
さ
れ
て
い
た
。

そ
の
後
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
注
目
す
べ
き
資
料
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
『
太
平
広

』
（
李
防
ほ
か
撰
、
九
七
八
年
成
立
）
巻
第
九
十
一
、
異
僧
五
に
あ
る
法
琳
の
話
で
あ
る
。
こ

こ
に
道
宣
が
登
場
す
る
。
道
宣
律
師
は
戒
律
を
持
っ
て
お
り
尊
将
軍
ら
が
天
か
ら
降
臨
し
て

加
護
し
て
い
た
。
中
で
も
南
天
王
子
張
嶼
が
常
に
近
侍
し
て
い
た
。
そ
の
こ
ろ
、
法
琳
は
酒

を
飲
み
肉
を
食
ら
い
妻
子
も
あ
っ
た
。
城
内
で
す
れ
違
っ
た
際
、
道
宣
は
法
琳
に
対
し
て
礼

を
し
な
か
っ
た
。
天
王
子
が
道
宣
に
自
分
を
ど
の
よ
う
に
思
っ
て
い
る
か
と
聞
く
と
、

（
賛
寧

類
話
を
集
め
て
考
察
を
加
え
た
こ
と
が
あ

一
点
は
身
心
の
で
あ
る
。
道
宣
は
終
南
山
に
い
た
時
は
身
心
と
も

で
あ
っ
た
が
、
大
慈
恩
寺
の
長
老
に
な
っ
て
か
ら
は
心
が
汚
械
に
な
り
、
身
が

不
浄
に
な
っ
た
。
そ
れ
で
天
の
守
護
が
加
え
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
物
語
後
半
は
、
身
や
心
が

世
俗
に
汚
れ
る
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
を
問
題
化
し
、
天
の
守
護
を
受
け
る
に
は
身
心
が

「
清
浄
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
語
っ
て
い
る
。
延
慶
本
の
道
宣
の
物
語
は
、
前
半
で
僧

侶
の
徳
行
の
上
下
を
め
ぐ
る
「
自
称
」
を
、
後
半
で
身
心
の
「
清
浄
」
を
問
題
化
す
る
。
そ

し
て
そ
れ
ら
は
、
天
の
守
護
に
値
す
る
の
は
ど
の
よ
う
な
人
物
か
と
い
う
観
点
か
ら
語
ら
れ

た
言
葉
で
あ
る
。
道
宣
は
自
分
の
こ
と
を

C
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戒
如
此
。
安
得
為
聖
」
と
言
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
延
慶
本
で
道
宣
が
「
自
称
」
し
た
こ
と
と

見
事
に
合
致
す
る
。
道
宣
は
法
琳
と
比
較
し
て
自
分
の
地
位
が
上
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
が

実
は
違
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
延
慶
本
と
『
太
平
広
記
』
、
ど
ち
ら
に
も
破
戒
僧
が
登
場
し
、

道
宣
が
持
戒
を
根
拠
に
境
地
が
上
で
あ
る
こ
と
を
言
う
。
し
か
し
、
そ
の
考
え
が
天
人
に
よ

り
否
定
さ
れ
る
。
『
太
平
広
記
』
で
は
こ
の
後
、
考
え
を
改
め
た
道
宣
が
法
琳
を
歓
待
し
た

様
子
を
記
し
て
い
る
が
、
末
尾
に
は
法
琳
の
事
績
と
し
て
、
唐
の
高
祖
が
道
士
の
言
を
聞
い

て
仏
法
を
滅
ぼ
そ
う
と
し
た
際
、
諸
道
士
と
論
争
し
て
打
ち
負
か
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

仏
法
が
無
事
だ
っ
た
の
は
法
琳
の
力
で
あ
り
、
彼
こ
そ
「
仏
経
護
法
菩
薩
」
で
あ
る
と
言
っ

て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
延
慶
本
の
玄
奨
は
翻
訳
の
三
蔵
と
し
て
仏
法
流
伝
の
功
績
を
讃
え

ら
れ
て
い
た
。
以
上
、
両
者
を
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
る
と
、
延
慶
本
と
『
太
平
広
記
』
に
共

通
の
構
造
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
両
者
は
、
戒
律
を
守
る
こ
と
と
仏
経
流
転
（
延
慶
本
）

も
し
く
は
仏
経
護
法
（
太
平
広
記
）
と
を
対
比
し
、
後
者
の
価
値
を
よ
り
高
く
評
価
す
る
話

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
『
太
平
広
記
』
の
話
を
横
に
置
い
た
時
、
延
慶
本
を
ど
の
よ

C
6
)
 

う
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
か
に
つ
い
て
、
最
近
あ
ら
た
め
て
考
察
を
行
っ
た
。
こ
こ
で
そ
の

結
論
を
繰
り
返
し
述
べ
る
こ
と
は
し
な
い
が
、
な
お
疑
問
は
残
さ
れ
て
い
る
。
ど
う
し
て
『
太

平
広
記
』
と
延
慶
本
と
が
共
通
性
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
何
ら
か
の
水
脈
が
東

ア
ジ
ア
に
流
れ
て
い
て
、
そ
こ
か
ら
生
い
育
っ
た
の
が
『
太
平
広
記
』
と
延
慶
本
で
あ
る
と

は
思
わ
れ
る
が
、
問
題
は
そ
の
水
脈
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
で
あ
る
。
本
稿
で
は
こ
の
問
題

に
つ
い
て
、
敦
燈
の
「
隋
浄
影
寺
沙
門
恵
遠
和
尚
因
縁
記
」
を
視
野
に
入
れ
て
考
究
を
続
け

て
み
た
い
。

た。 は
自
分
は

で
あ
る
と
答
え
た
が
、
天
王
子
は
法
琳
こ
そ
が
「
聖
人
」
で
あ
る
と
言
っ

彼
は
破
戒
で
あ
る
の
に
ど
う
し
て
聖
で
あ
る
か
と
反
論
し
た
。
対
し
て
天
王

子
は
、
法
琳
は
菩
薩
の
境
位
に
あ
り
、
道
宣
に
は
分
か
ら
な
い
の
だ
と
答
え
た
。
そ
れ
以
降
、

道
宣
は
考
え
を
改
め
た
。
以
上
が
前
半
の
内
容
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
道
宣
が
言
っ

、
法
琳
の
こ
と
を
「
彼
破

(24) 



（牧野）

徽

燒

人

也

、

情

帰

大

教

。

六
礼
無
栃
、
大
小
中
乗
、
如
瓶
注
水
、
戒
月
恒
明
、
杖
錫
漕
渓
、

周
遊
江
蜀
。
時
周
武
帝
剛
割
大
法
、
欲
致
斐
夷
、
遠
公
於
是
不
顧
微
艦
、
履
献
逆
鱗
之

一
塗
地
獄
、
不
棟
貴
賤
」
。
帝
乃
発
怒
、
直
上
衝
冠
、
僧
衆
驚
愧
、

企
易
、
風
調
如
常
、
直
入
直
山
而
求
仏
道
。
其
時
道
俗
失
色
、

死
而
無
恨
、
「
此
公
則
是
教
之
中
護
法
菩
薩
」
。

材
と
な
っ
て
い
る
。

一
段
落
に

と
あ
り
、

段
落
に

と

投
身
無
地
。

で
あ
る
こ
と
を
讃
え
る
話

つ

決
定
さ
れ
た
の
で
あ
っ

こ
と
、
楊
が
隋
を
建
て
る
こ
と
が

お
よ
び
”
“

私
に
傍
線
お
よ
び
一

代
わ
り
に
「
」
を
付
し
た
）
。

字
体
を
改
め
た
箇
所
が
あ
る
点
や

に
つ
い
て
は
後
で
触
れ
る
）
。
以
下
、
鄭
阿
財
氏
に
よ
る
校
訂
本
文

（二つ

て
い
る
点
に
あ
る

の
こ
と

に
、
こ
の
テ
ク
ス
ト
が
面
白
い
の
は
、

北

を
開
講
し
た
僧
侶
で
涅
槃
学
の
名
師
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
今
回
注
目
す
る
敦
煙
の
患
遠

和

尚

因

縁

記

は

、

た

も

の

で

、

彼

の

慕

道

出

家

か

ら

修

道

学

法

て
い
る
。
た
だ
し
、
鄭
阿
財
氏
が
言
う
よ
う

特
に
印
象
的
で
あ
る
。
皇
帝
の
権
力
に
も
屈
し
な

重
傍
線
部
）
と
讃
え
た
の
で
あ
っ
た
。

第
二
段
落
は
、
慧
遠
が
鷹
山
に
隠
棲
し
た
後
の
一
る
。
説
法
の
時
に
奇
瑞
が
あ
っ

た
こ
と
に
触
れ
た
後
、
詳
し
く
語
ら
れ
て
い
る
の
は
、
傍
線
部
以
下
、
毘
沙
門
天
の
第
三
の

子
が
出
現
す
る
と
い
う
神
異
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
慧
遠
は
天
か
ら
斎
（
食
）
を
献
ぜ
ら

れ
て
い
た
が
、
あ
る
時
、
斎
が
も
た
ら
さ
れ
る
の
が
遅
れ
、
し
か
も
ジ
ャ
リ
ジ
ャ
リ
し
て
い
た
。

は、

段
落
は
、
慧
遠
の
俗
姓
と
出
身
地
を
述
べ
た
後
、

お
よ
び
出
家
後
の
修
行
の
様
子
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
}r

の
事
績
は
、
傍
線
部
以
下
、
彼
が
周
武
帝
の
破
仏
に
抵
抗
し
た
こ
と
で
あ
る
。
仏
法
を
破
滅

っ
た
箇
所
は

し‘ っ
た

ょ、し 校
訂
に
伴
う
詳
細
な
注
釈
も
付
い

鄭
阿
財
氏
に
よ
れ
ば
、

一
人
い
る
。

が

つ
僧
侶

江
陵

此
則
護
法
聖
者
威
神
之
力
也
。

こ
と

P
.
3
5
7
0く、

P
3
7
2
7
0

敦
燈
の
「
隋
浄
影
寺
沙
門
恵
遠
和
尚
因
縁
記
」
が
興
味
深
い
資
料
で
あ
る
こ
と
は
、
鄭
阿

よ
っ
て
知
っ
た
。
そ
の
校
注
篇
第
二
章
の
第
三
節
で
、
敦
煙
写
本
「
隋
浄

が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
三
種
の
敦
煙
文
献
(
P
.
2
6
8
0
'

の
翻
刻
と
校
訂
本
文
が
あ
り
、

「
天
朝
何
以
晩
散
？
」
。

敦
燈
の

衆
心
帰
仰
、

腰

有

九

園

、

時

称

龍

象

、

入

標

法

仁

尊

。

隠
迩
麿
山
、
毎
自
説
法
、
群
L

一
人
、
常
来
献
食
。
後
一
日
過
斎
、

不
至
。
続
馳
飯
鉢
、
食
乃
確
疎
、
因
問
其
故
。
答
云
「
t

諸
天
配
事
和
尚
」
。
又
問
「
汝
今
日
何
故
遅
晩
失
時
？
」
。

所
以
稽
遅
。
人
間
之
食
、
所
以
穆
疎
」
。

帝
破
滅
仏
法
、

必
須
再
隆
―
―
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「
毘
沙
門
天
王

を
守
護
し
て
い
た
と
す
る
。
葬
荼
天
と
い
う
名
前
が
あ
る
こ
と
、
何
番
目
の
子
で
あ
る
か
を

記
し
て
い
な
い
点
で
両
者
の
間
に
は
隔
た
り
が
あ
る
が
、
延
慶
本
の
道
宣
説
話
の
源
流
を

探

っ

て

い

く

と

、

こ

と

が

可

能

で

あ

る

。

ど

う

い

う

こ

を
も
う

と

る
と
延
慶
本
と

が

出
現
し
た
者
に
つ
い
て
、
「
隋
浄
影
寺
沙
門
恵
遠
和
尚
因
縁
記
」
（
以
下
、
「
因
縁
記
」
と
記
す
）

は
毘
沙
門
の
第
三
の
子
と
し
て
い
る
（
傍
線
部
②
）
。
こ
の
点
、
延
慶
本
『
平
家
物
語

と
し
、
父
の
使
者
と
し

で
は

こ
の
部
分
を

④
此
則
護
法
聖
者
威
神
之
力
也
。

時
有
一
人
、
常
来
献
食
。
①
後
一
日
過
斎
、
続
馳
飯
鉢
、
食
乃
碑
疎
、
因

問
其
故
。
②
答
云
「
我
是
北
方
毘
沙
門
第
一
一
配
事
和
尚
」
。
③
又
問
「
汝

今
日
何
故
遅
晩
失
時
？
」
。
太
子
答
曰
「
今
晨
天
朝
晩
散
、
所
以
稽
遅
。
人
間
之
食
、

所
以
確
疎
」
。
又
問
「
天
朝
何
以
晩
散
？
」
。
「
縁
周
武
帝
破
滅
仏
法
、
令
睾
疾
而

仏
法

て
い

こ
こ
か
ら
ど
の
よ
う
な

頼
喩
は

か
ら
引
用
し
た
の
で
あ
っ
た
。
内
容
的
近
似
性
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、

の
背
後
に
も
「
或
伝
」
が
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
延
慶
本

の
源
流
に
あ
っ
た
も
の
と
も
言
え
る
。
も
ち
ろ
ん
、
「
或
伝
」
の
実
体
は
今
の
と
こ
ろ
未
詳

で
あ
る
。
延
慶
本
が
そ
こ
か
ら
大
き
く
変
貌
を
遂
げ
た
話
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
確
か
で
あ

る
。
し
か
し
、
『
秘
抄
問
答
』
『
諸
事
表
白
』
お
よ
び
延
慶
本
の
源
流
に
「
或
伝
」
が
あ
り
、

そ
こ
で
は
最
勝
太
子
が
毘
沙
門
天
の
「
第
三
子
」
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
み

と
は
た
し
か
に
繋
が
っ
て
い
る
。
毘
沙
門
天
の

と

あ

る

（

私

に

傍

線

を

付

し

た

）

。

こ

こ

す

な

わ

ち

、

空
観
を
修
し
て
い
る
時
、
空
中
よ
り
落
ち
た
の
を
受
け
止
め
た
人
が
い
た
。
誰
か
と
尋
ね
る

と
、
傍
線
部
の
よ
う
に
、
多
聞
天
の
第
三
の
子
、
最
勝
太
子
と
答
え
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
道
宣
が
毘
沙
門
天
が
な
ぜ
来
な
い
の
か
と
尋
ね
る
と
、

っ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
内
容
は
、

一
蔵
の
翻
経
を
守
護
し

に
語
ら
れ
る

に
功
績
の
あ
っ
た
僧
侶
と
し

私
が
こ
の
テ
ク
ス
ト
に
興
味
を
持
っ
た
の
は
、
こ
こ
に

る
と
い
う
神
異
が
描
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
が
、
こ
れ
が

事
績
を
言
う
中
に
出
て
く
る
こ
と
も
注
意
さ
れ
る
。
以
下
、
延
慶
本
や

接
点
を
確
認
し
て
い
き
た
い
。

「
隋
浄
影
寺
沙
門
恵
遠
和
尚
因
縁
記
」
と
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
お
よ
び
『
太
平
広
記
』

「
隋
浄
影
寺
沙
門
恵
遠
和
尚
因
縁
記
」
の
う
ち
、
「
毘
沙
門
第
一

度
引
用
す
る
（
私
に
番
号
と
傍
線
を
付
し
た
）
。

が
出
現
し
た
部
分

或
伝
云
゜

在
高
棲
修
空
観
。
観
念
成
就
。
棲
外
空
中
歩
行
出
現
時
。

空
中
ヨ
リ
落
ケ
ル
ヲ
有
人
。
受
取
之
不
落
地
。
其
時
道
宣
誰
人
尋
。
我
是
多
聞
天
第
一

子
最
勝
太
子
也
ム
ム
。
宣
言
毘
沙
門
何
不
太
子
答
云
。
我
父
玄
奨
三
蔵
翻
綬
室
奉
守

護
之
間
。
我
来
也
云
云
。
此
博
云
第
一
一
同
今
記
欺
゜

と
の の

が
出
現
す

3 l 

と
か
説
明
し
た
い
。
延
慶
本
と
も
っ
と
も
近
い
要
素
を
持
つ
資
料
と
し
て

あ
る
こ
と
は
先
に
述
べ
た
。
そ
れ
を
見
る
と
、
道
宣
の
も
と
に
現
れ
た
者
i

(
9
)
 

最
勝
太
子
」
と
さ
れ
て
い
る
。
延
慶
本
は
罪
荼
天
、
『
諸
事
表
白
』
は
最
勝
太
子
と
し
て
い

c
m
)
 

て
名
前
は
共
通
し
な
い
が
、
ど
ち
ら
も
毘
沙
門
天
の
子
で
あ
る
こ
と
は
一
致
し
て
い
る
。
こ

の
点
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
拙
論
で
は
言
及
で
き
な
か
っ
た
が
、
参
照
す
べ
き
資
料
が
あ

る
。
鎌
倉
時
代
、
頼
喩
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
『
秘
抄
問
答
』
で
あ
る
。
そ
の
第
十
一

「
毘
沙
門
の
子
、

あ
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
敦
煙
の
「
隋
浄
影
寺
沙
門
恵
遠
和
尚
因
縁
記
」
は

が
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は
貴
賤
を
選
ば
な

つ

を
滅
し
よ
う
と
し
た
時
、

た。

が
常
侍
し
て
、

か
ら
離
れ
る
が
、
天
人
中
に

の
よ
う
な
語
り
方
は
延
慶
本
の
後
半
で
、

一
人
」
が
天
よ
り
降
臨
し

が
含
ま
れ
る
こ
と
は
注
意
さ
れ
る
。

次
に
傍
線
部
①
と
③
に
注
目
し
て
み
る
。
こ
の
部
分
も
延
慶
本
と
の
近
さ
を
感
じ
さ
せ
る

箇
所
で
あ
る
。
慧
遠
の
も
と
に
は
毎
日
同
じ
時
刻
に
食
事
が
運
ば
れ
て
い
た
の
に
、
あ
る
日

そ
れ
が
遅
れ
、
し
か
も
砂
が
混
じ
っ
て
い
た
。
そ
こ
か
ら
問
答
が
始
ま
る
（
傍
線
部
①
）
。
こ

「
ど
う
し
て
遅
れ
た
の
か
」
と
天
人
に
問
う
て
い
る
（
傍
線
部
③
）
。
こ

そ
の
こ
と
で
問

て
来
れ
り
け
れ
ば
」

任
し
た
後
、

て
い
る
。
天
人
が
し
ば
ら
く
出
現
し
な
か
っ
た
の
で
、

と
尋
ね
た
の
で
あ
っ
た
。
あ
る
時
、
天
が
遅
れ
て
や
っ
て
く
る
（
程
を
経
て
や
っ

何
故
ぞ
久
し
く
来
ら

て
く
る
）
と
い
う
変
則
が
発
生
し
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
問
答
が
始
ま
る
と
い
う
点
が
、

縁
記
」
と
延
慶
本
と
で
共
通
し
て
い
る
。
な
お
、
に
は
こ
の
よ
う
な
要
素
は

確
認
で
き
な
い
。

繰
り
返
し
に
な
る
が
、

っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
に
注
意

っ
て
く
る
。
そ
こ
で
は
法
琳
の
こ
と
が
「
仏
経

い
る
。
唐
の
高
祖
が
道
士
の
言
を
容
れ
て
仏
法

て
打
ち
負
か
し
、
仏
法
を
守
っ
た
の
で
あ
っ

と
い
う
法
琳
の
姿
は
、

っ
て
三
途
の
地
獄

何
よ
り
両
者
が
と
も
に

を
語
る
伝
奇
的
叙
述
も

こ
と
は
、

く
の
が

か
ら
想
定
さ
れ

る
の
は
、
「
護
法
」
の
僧
侶
の
近
く
に
は
が
降
臨
し
て
そ
の
人
物
を
守
護
し
て
い
る
、

そ
の
よ
う
な
話
が
種
々
に
展
開
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
仏
教
流
布
を
見
守
る
天

の
物
語
が
様
々
な
形
で
語
ら
れ
る
状
況
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
で
は
、
そ
の
よ
う

な
物
語
は
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
展
開
し
た
の
か
。

ろ
う
。
そ
の
こ
と
は

「
隋
浄
影
寺
沙
門
恵
遠
和
尚
因
縁
記
」
は
ど
の
よ
う
な
性
格
を
持
つ

に
つ
い
て
、
鄭
阿
財
氏
が
詳
細
に
述
べ
て
い
る
の
で
参
照
し
た
い
。
氏
は
先
に
参
照
し
た
著

分

論

、

「

隋

浄

影

寺

沙

門

恵

遠

和

尚

因

縁

記

」

に

分

析

を
加
え
て
い

天
の
暗
助
を
感
得
し
た

で
あ
っ
た
。

す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し

い
た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
慧
遠
の
護
法
を
通
し
て
、
北
周
か
ら
隋
に
到
る

え
て
い
た
。
こ
れ
に
つ
い

の
末
尾
は
傍
線
部
④
の
よ
う
に
、

と
讃

と

て
い
る
。
そ
れ
は

ざ

（牧野）

つ

ス
ト
か
。
こ
れ

本
論
は
三
節
か
ら
構
成
さ
れ
る
が
、
そ
の
第
一
節
「
《
隋
浄
影
寺
沙
門
慧
遠
和
尚
因
縁
記
》

情
節
叙
事
」
で
は
「
因
縁
記
」
の
内
容
に
つ
い
て
、
そ
の
特
色
が
説
明
さ
れ
る
。
中
国
仏
教

発
展
史
上
で
発
生
し
た
禁
仏
事
件
の
う
ち
、
最
大
規
模
の
も
の
が
三
つ
あ
っ
た
。
そ
れ
は
「
三

武
之
禍
」
と
言
わ
れ
る
が
、
そ
の
う
ち
の
―
つ
が
北
周
武
帝
の
滅
仏
で
あ
っ
た
。
浄
影
寺
慧

遠
は
こ
れ
に
抵
抗
し
た
僧
侶
で
あ
り
、
「
因
縁
記
」
は
こ
れ
を
印
象
的
に
語
る
も
の
と
な
っ

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
慧
遠
は
権
力
に
屈
す
る
こ
と
な
く
、
武
帝
を
指
さ
し
て
地
獄
に
堕
ち

る
だ
ろ
う
と
言
い
放
っ
た
。
身
を
挺
し
て
護
法
に
つ
と
め
た
大
乗
の
菩
薩
と
し
て
慧
遠
を
描

石
い
る
と
い
う
神
異
（
諸

と
し
て
の
側
面
を
強
調

い
う
展
開
を
思

「
隋
浄
影
寺
沙
門
恵
遠
和
尚
因
縁
記
」
の
性
格

れ
に
つ
い

以
下
に
述
べ
て
み
た
い
。

と
い
う
テ
ク
ス
ト
の
性
格
か
ら
予
想
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

の 中
で
も

お
よ
び

お、

て
い
た
が
、

つ

い
る
、
そ
の
よ
う
な
話
の
広
が
り
が
想
定
さ
れ
る
。

と
さ
れ
て
い
る
点
が
無
視
で
き
な
い
。

に
考
え
る
べ
き
は
唱
導
の
場
で
あ

と
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仏
教
史
上
の
重
大
事
件
と
王
朝
の
興
替
を
も
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
「
因
縁
記
」

は
、
何
の
た
め
に
作
成
さ
れ
た
の
か
。
ま
た
、
な
ぜ
「
護
法
菩
薩
」
と
い
う
人
物
像
が
強
調

さ
れ
て
い
る
の
か
。
こ
の
点
、
鄭
阿
財
氏
は
、
「
仏
教
弘
伝
」
の
た
め
で
あ
っ
た
と
考
え
て

い
る
。
護
法
菩
薩
と
し
て
慧
遠
を
語
る
こ
と
は
、
人
々
の
信
仰
心
を
勝
ち
取
る
た
め
に
効
果

的
で
、
布
教
に
絶
大
な
力
を
発
揮
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

の
た
め
の
テ
ク
ス
ト
で
あ
っ
た
。

続
く
第
二
節
「
《
患
遠
和
尚
因
縁
記
》
輿
《
績
高
僧
偉
・
隋
京
師
浄
影
寺
釈
恵
遠
博
》
之
比
較
」

で
は
、
慧
遠
に
関
係
す
る
伝
世
文
献
の
う
ち
主
要
な
も
の
と
「
因
縁
記
」
と
が
比
較
さ
れ
て

い
る
。
慧
遠
の
伝
を
掲
載
す
る
も
の
と
し
て
は
道
宣
の
『
続
高
僧
伝
』
『
集
古
今
仏
道
論
衡
』

や
『
法
苑
珠
林
』
な
ど
が
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
内
容
が
最
も
詳
細
で
あ
る
の
は
『
続
高
僧
伝
』

で
あ
る
。
鄭
阿
財
氏
は
こ
れ
と
「
因
縁
記
」
の
叙
述
を
比
較
し
分
析
し
て
い
る
。
そ
の
詳
細

は
割
愛
す
る
が
、
慧
遠
の
も
と
に
毘
沙
門
第
三
子
が
出
現
す
る
神
異
記
事
が
「
因
縁
記
」
独

自
で
あ
る
こ
と
は
、
や
は
り
重
要
で
あ
る
。
私
が
注
目
し
た
の
も
ま
さ
に
こ
の
天
の
感
応
（
神

で
あ
っ
た
が
、
で
は

特
有
の
こ
の
話
題
は
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
か
ら
出
て

き
た
の
か
。
も
う
少
し
追
い
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
よ
い
が
、
今
は
そ
の
用
意
が
な
い
。

た
だ
、
こ
れ
に
つ
い
て
鄭
阿
財
氏
は
、
高
僧
の
神
異
を
語
る
故
事
は
「
宣
教
引
導
」
お
よ
び
「
仏

法
弘
揚
」
の
力
を
発
揮
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
人
々
に
仏
法
を
弘
め
る
た
め
に
効
果
的
な
話

と
し
て
天
の
感
応
（
神
異
）
が
持
ち
こ
ま
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

最
後
に
第
三
節
「
《
恵
遠
和
尚
因
縁
記
》

深
い
事
実
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

続
く
「
行
威
儀
」
の
間
に
四
行
の
目
立
た
な
い
文
字
が
あ
る
。
そ
の
本
文
も
鄭
阿
財
氏
が
示

し
て
い
る
の
で
引
用
し
た
い
（
字
体
を
改
め
た
箇
所
が
あ
る
）
。

周
武
帝
升
座

遠
公
和
尚
縁
起
北
方
大
聖
毘
沙
門
天
王
第
三
之
子
諸
天
配
遣
逐
日
往
於

鷹
山
龍
聖
者
遠
公
前
送
齋
食
供
養
不
閾
時

榜
題
之
閣
係
」
で
は
、
さ
ら
に
興
味

P
.
2
6
8
0

で、

と
そ
れ
に

破
滅
仏
法
信
邪
時
恵
遠
和
尚
不
具
王
條
不
信
邪
教
酎
而
噴

一
塗
地
獄
不
棟
貴
賤
大
衆
驚
怪
和
尚
直
入
鷹
山

こ
れ
に
つ
い
て
、
鄭
阿
財
氏
は
壁
画
と
し
て
描
か
れ
た
恵
遠
和
尚
の
画
像
と
関
係
が
あ
る
と

述
べ
て
い
る
。
「
…
供
養
不
閾
時
」
「
：
．
信
邪
時
」
「
恵
遠
…
入
瞳
山
」
と
あ
る
の
は
三
個
の

画
面
の
榜
題
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
（
「
爾
時
：
•
*
…
」
「
時
：
·
·
:
」
「
…
…
時
」
な
ど
は
、
画
面
に

対
応
す
る
榜
題
の
書
き
方
で
あ
る
）
。
つ
ま
り
、
こ
の
四
行
は
「
隋
浄
影
寺
沙
門
恵
遠
和
尚
因
縁

変
」
と
い
う
べ
き
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
こ
の
変
文
が
「
因
縁
記
」
の
内
容

と
密
接
に
関
係
す
る
こ
と
は
明
白
で
、
「
因
縁
記
」
は
敦
煙
地
区
に
お
け
る
仏
教
弘
伝
に
活

用
さ
れ
た
も
の
だ
と
鄭
阿
財
氏
は
ま
と
め
て
い
る
。
四
行
の
変
文
に
記
述
さ
れ
た
三
つ
の
場

面
の
画
像
を
想
像
し
て
み
る
と
、
と
て
も
興
味
深
い
。
毘
沙
門
第
三
子
が
慧
遠
に
給
仕
す
る

場
面
、
周
武
帝
が
皇
帝
座
に
昇
り
仏
教
を
破
滅
し
よ
う
と
し
て
い
る
場
面
、
そ
こ
に
慧
遠
が

現
れ
て
三
途
の
地
獄
は
貴
賤
を
選
ば
な
い
と
言
い
放
つ
場
面
で
あ
る
。
画
像
と
し
て
は
慧
遠

の
肖
像
の
み
が
あ
り
、
四
行
の
文
は
慧
遠
に
つ
い
て
語
る
べ
き
事
柄
を
記
し
た
も
の
に
過
ぎ

な
い
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
場
面
が
実
際
に
絵
画
と
し
て
描
か
れ
て
い
た
の
だ
と

す
る
と
よ
り
興
味
深
い
。
毘
沙
門
第
三
子
の
給
仕
が
画
像
と
し
て
描
か
れ
て
い
た
の
で
あ
れ

ば
、
高
僧
が
天
の
暗
助
を
得
る
と
い
う
神
異
．
感
通
が
絵
画
を
伴
っ
て
唱
導
世
界
に
広
が
っ

て
い
た
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

の
性
格
に
つ
い
て
鄭
阿
財
氏
の
著
書
を
参
照
す
る
と
、
こ
の
テ
ク
ス

ト
が
仏
法
流
通
の
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
毘
沙
門
第
三
子
が
出
現

し
て
護
法
の
僧
に
加
護
（
給
仕
）
を
加
え
る
と
い
う
「
因
縁
記
」
独
自
の
物
語
は
、
民
衆
を

仏
法
へ
導
き
入
れ
る
た
め
に
よ
く
使
わ
れ
る
話
の
型
だ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
そ
れ
は
絵
画

を
伴
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
よ
う
な
型
の
物
語
が
入
り
込
ん
で
「
因
縁
記
」
が
出

(12) 

来
上
が
っ
て
い
る
と
考
え
た
い
。
そ
し
て
『
太
平
広
記
』
や
延
慶
本
の
道
宣
を
め
ぐ
る
物
語

の
背
後
に
は
、
仏
法
流
通
の
為
に
語
ら
れ
る
天
人
感
応
の
物
語
の
広
が
り
が
あ
っ
た
と
み
る

以
上
、

は
ま
さ
に

(28) 
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が
天
人
と
の
対
話
で
自
身
の
慢
心
を
指
摘
さ
れ
る
こ
と
か
ら
発
想
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
延

慶
本
に
お
い
て
、
後
白
河
法
皇
と
道
宣
は
、
天
に
慢
心
を
教
え
ら
れ
る
存
在
で
あ
る
。

（
の
よ
う
な
天
人
感
応
物
語
）
と
法
皇
灌
頂
物
語
と
を
並
べ
て
み
る
と
、

だ
が

の
で
あ
る
。

敦
煙
の
「
隋
浄
影
寺
沙
門
恵
遠
和
尚
因
縁
記
」
か
ら
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
て

た
。
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
に
あ
る
道
宣
の
物
語
の
背
後
に
、
仏
法
流
通
の
た
め
に
語
ら

れ
た
天
人
感
応
説
話
（
よ
り
具
体
的
に
言
歪
ば
、
毘
沙
門
第
三
子
が
給
仕
に
現
れ
る
神
異
の
説
話
）

が
広
が
っ
て
い
た
可
能
性
が
想
定
さ
れ
る
。
最
後
に
、
「
因
縁
記
」
を
横
に
並
べ
て
み
た
時
、

延
慶
本
の
「
法
皇
御
灌
頂
事
」
と
い
う
物
語
が
、
ど
の
よ
う
に
読
解
で
き
る
か
述
べ
て
み
た
い
。

(
B
)
 

「
法
皇
御
灌
頂
事
」
は
、
道
宣
の
物
語
を
も
と
に
生
み
出
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
で
あ
る

な
ら
ば
、
「
因
縁
記
」
と
「
法
皇
御
灌
頂
事
」
と
は
水
脈
の
深
い
と
こ
ろ
で
繋
が
っ
て
い
る
。

「
因
縁
記
」
を
視
界
に
入
れ
て
読
解
し
て
み
る
意
味
が
あ
る
。

「
法
皇
御
灌
頂
事
」
は
、
後
白
河
法
皇
の
伝
法
灌
頂
を
め
ぐ
る
物
語
で
あ
る
。
修
行
を
重

ね
た
後
白
河
法
皇
が
修
行
完
了
の
儀
式
と
し
て
、
三
井
寺
で
伝
法
灌
頂
を
受
け
よ
う
と
す
る
。

し
か
し
、
こ
れ
に
反
発
し
た
の
が
一

（
山
門
）
で
あ
っ
た
。
後
白

河
法
皇
は
山
門
の
妨
害
に
よ
り
灌
頂
を
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
ん
な
中
、
鬱
屈
す

る
法
皇
の
も
と
に
住
吉
明
神
が
出
現
す
る
。
後
白
河
法
皇
と
対
面
し
た
住
吉
明
神
は
、
法
皇

の
橋
慢
心
が
天
魔
を
呼
び
寄
せ
た
の
だ
と
教
え
る
。
す
な
わ
ち
天
魔
が
山
門
の
大
衆
に
取
り

憑
い
て
灌
頂
を
妨
害
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
聞
い
た
法
皇
は
橋
慢
を
懺
悔
し
、
住
吉
明

神
の
教
え
に
従
っ
て
四
天
王
寺
で
灌
頂
を
行
い
、
金
剛
仏
子
の
法
皇
と
な
っ
た
。
以
上
が
「
法

-
M
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皇
御
灌
頂
事
」
の
粗
筋
で
あ
る
。
こ
の
物
語
で
重
要
な
の
は
法
皇
が
「
橋
慢
」
を
克
服
す
る

こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
住
吉
大
明
神
の
助
け
に
よ
り
可
能
に
な
っ
た
。
こ
の
構
図
は
、

お
わ
り
に
ー
後
白
河
法
皇
の
灌
頂
物
語
へ

e15) 

後
白
河
法
皇
は
慧
遠
の
よ
う
な
仏
法
流
通
の
僧
と
重
ね
合
わ
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て

こ
の
時
に
重
要
な
の
は
、
「
因
縁
記
」
が
単
な
る
一
僧
侶
の
伝
記
で
は
な
く
、
仏
法
史
に
と
っ

て
重
要
な
事
件
を
語
る
（
王
朝
の
交
替
ま
で
を
語
る
）
テ
ク
ス
ト
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
「
因

縁
記
」
は
天
に
守
ら
れ
た
護
法
菩
薩
に
よ
り
、
仏
法
が
興
隆
し
て
い
く
こ
と
を
語
る
仏
教
史

の
テ
ク
ス
ト
で
も
あ
っ
た
。
で
あ
る
な
ら
ば
、
「
因
縁
記
」
と
深
い
と
こ
ろ
で
繋
が
る
「
法

皇
御
灌
頂
事
」
も
、
単
に
橋
慢
を
克
服
し
て
灌
頂
を
遂
げ
た
後
白
河
法
皇
の
伝
記
で
は
な
く

な
る
。
天
に
守
ら
れ
た
後
白
河
法
皇
に
よ
っ
て
仏
法
が
興
隆
し
て
い
く
こ
と
を
描
く
歴
史
テ

ク
ス
ト
と
し
て
構
想
さ
れ
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
「
法
皇
御
灌
頂
事
」
の
章
段
を
見
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
な
箇
所

が
注
目
さ
れ
る
。
灌
頂
を
妨
害
し
、
三
井
寺
を
焼
き
払
お
う
と
す
る
山
門
の
大
衆
を
批
判
し

た
記
述
で
あ
る
。

我
が
朝
は
此
、
辺
地
粟
散
の
国
な
り
。
何
事
も
争
か
大
国
に
ひ
と
し
か
る
べ
き
な
れ
ど
も
、

中
に
も
雲
泥
及
び
な
か
り
け
る
は
、
律
の
法
文
、
僧
の
振
舞
に
て
ぞ
有
ら
む
。
僧
衆
の

法
は
、
「
帰
僧
息
詳
論
、
同
入
和
合
海
」
と
い
へ
り
。
和
合
海
に
こ
そ
入
ら
ざ
ら
め
、

評
論
を
専
ら
に
し
て
、
指
し
た
る
咎
も
な
き
三
井
寺
を
焼
失
せ
む
と
す
る
条
、
無
道
心

の
者
共
か
な
。
破
和
合
僧
の
お
も
む
き
、
是
又
五
逆
罪
の
随
一
に
非
ず
や
。

こ
こ
に
は
僧
侶
が
諄
論
を
繰
り
返
す
こ
と
で
仏
法
が
自
滅
の
危
機
に
瀕
し
て
い
る
と
い
う
認

識
が
あ
る
。
教
団
内
部
の
争
い
に
よ
り
仏
法
滅
亡
の
危
機
が
迫
っ
て
い
る
状
況
を
延
慶
本
は

た
し
か
に
描
い
て
い
る
。
そ
し
て
、
後
白
河
法
皇
は
そ
こ
に
登
場
し
た
救
世
主
と
位
置
づ
け

ら
れ
る
。
住
吉
明
神
の
助
け
に
よ
っ
て
橋
慢
を
懺
悔
し
、
日
本
国
の
仏
法
の
危
機
を
乗
り
越

え
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
延
慶
本
の
法
皇
灌
頂
物
語
は
、
護
法
菩
薩
と
し
て
の
後
白
河
法

皇
を
生
み
出
そ
う
と
す
る
物
語
で
あ
る
。
日
本
国
に
仏
法
を
弘
め
る
王
と
し
て
の
後
白
河
法

皇
を
描
き
出
す
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
物
語
を
延
慶
本
が
構
築
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と

(29) 
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後
白
河
法
皇
が
慧
遠
・
法
琳
・
玄
奨
の
よ
う
な
仏
法
流
通
（
護
法
）
の
僧
と
重
ね
合
わ
さ

れ
る
と
し
て
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
し
て
可
能
に
な
っ
た
か
。
や
は
り
道
宣
が
重
要
で
あ
る
。

道
宣
の
物
語
が
無
け
れ
ば
、
法
皇
御
灌
頂
物
語
は
生
ま
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
で
は
、

宣
は
ど
の
よ
う
な
人
物
か
。
道
宣
は
、
延
慶
本
や
『
太
平
広
記
』
で
は
天
に
自
称
を
指
摘
さ

れ
る
。
同
時
に
、
そ
れ
に
よ
り
天
が
仏
法
流
通
の
僧
侶
を
守
護
し
て
い
る
こ
と
を
知
る
。
す

{16) 

な
わ
ち
天
界
の
動
き
を
知
る
人
物
で
あ
る
。
一
方
、
玄
奨
や
法
琳
と
実
際
に
接
点
を
も
っ
た

(17) 

道
宣
は
膨
大
な
著
作
を
残
し
て
い
る
。
仏
法
流
伝
と
護
法
の
意
義
を
重
視
し
つ
つ
、
僧
侶
の

伝
記
や
仏
教
史
を
ま
と
め
よ
う
と
す
る
姿
を
そ
こ
に
み
て
と
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。

e18) 

天
界
の
動
き
を
知
り
仏
法
の
行
方
に
思
い
を
め
ぐ
ら
す
道
宣
像
と
そ
の
著
作
が
、
延
慶
本
に

重
要
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
よ
う
に
予
測
さ
れ
る
が
、
詳
し
い
考
察
は
今
後
の
課
題
と
し

た
い
。
本
稿
で
は
、
を
視
野
に
入
れ
て
、
後
白
河
法
皇
の
灌
頂
物
語
の
背
後
世

界
の
広
が
り
を
考
え
て
み
た
。

は
、
天
の
感
応
を
得
た
護
法
菩
薩
の
物
語
で
あ
り
、

諸
天
の
加
護
の
も
と
仏
法
が
興
隆
し
て
き
た
こ
と
を
語
る
テ
ク
ス
ト
で
も
あ
る
。
こ
う
い
っ

た
資
料
を
並
べ
て
み
る
こ
と
で
、
延
慶
本
の
豊
か
な
読
解
の
可
能
性
が
さ
ら
に
開
け
る
。
延

慶
本
の
背
後
に
は
敦
燈
に
ま
で
広
が
る
唱
導
世
界
が
あ
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
認
識
す
る
の

で
あ
る
。

註(
l
)

「
高
僧
伝
」
で
は
僧
の
徳
行
を
説
明
す
る
の
に
十
科
を
立
て
て
お
り
、
そ
の
第
一
が
「
翻

訳
の
僧
」
で
あ
る
。
玄
奨
は
破
戒
で
は
あ
る
が
「
翻
訳
の
三
蔵
」
と
し
て
「
般
若
大
乗
経
」

を
流
転
す
る
こ
と
数
百
軸
に
な
る
。
そ
の
徳
を
鑑
み
て
毘
沙
門
天
王
が
自
ら
守
護
し
て
い
る

と
い
う
。

(
2
)
延
慶
本
の
本
文
は
、
延
慶
本
注
釈
の
会
編
『
延
慶
本
平
家
物
語
全
注
釈
第
二
本
（
巻
三
）
』

汲
古
書
院
、
二

0
0七
年
の
釈
文
を
引
用
し
た
。

(
3
)
拙
稿
「
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
「
法
皇
御
灌
頂
事
」
の
論
理
ー
道
宣
と
難
荼
天
の
〈
物
語
〉

‘ヽカ

を
視
野
に
入
れ
る
こ
と
で
は
っ
き
り
と
見
え
て
く
る
。

と
そ
の
〈
釈
〉
を
手
掛
か
り
に
ー
」
『
軍
記
と
語
り
物
』
三
四
号
、
一
九
九
八
年
。

(
4
)
『
諸
事
表
白
』
は
鎌
倉
時
代
初
期
に
天
台
宗
で
成
立
し
た
唱
導
資
料
（
仏
事
法
会
の
場
に

お
け
る
表
白
や
説
経
を
記
録
し
た
も
の
）
で
、
四
天
王
が
仏
法
を
守
護
し
て
い
る
こ
と
を
―
-
―

う
中
で
道
宣
に
言
及
し
て
い
る
。

(
5
)
『
太
平
広
記
』
の
本
文
は
、
中
華
書
局
か
ら
出
版
さ
れ
た
も
の
を
参
照
し
た
。

(
6
)
拙
稿
「
延
慶
本
『
平
家
』
第
二
本
（
巻
三
）
「
法
皇
に
あ
る
道
宣
律
師

と

律

荼

天

の

物

語

に

つ

い

『

延

慶

本

平

家

物

語

全

注

釈

一

(
7
)
鄭
阿
財
『
敦
燻
窯
本
高
僧
因
縁
記
及
相
閣
文
猷
校
注
典
研
究
』
四
川
大
學
出
版
社
、
一

(
8
)
鄭
阿
財
氏
の
前
掲
註
(
7
)
著
書
で
は
、
両
方
の
表
記
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、

資
料
名
で
は
「
恵
遠
」
が
使
わ
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
の
で
、
本
稿
で
も
資
料
名
は
恵
遠
、

そ
の
他
の
箇
所
で
は
慧
遠
の
表
記
を
用
い
た
。

(
9
)
『
諸
事
表
白
』
の
本
文
は
、
『
続
天
台
宗
全
書
法
儀
ー
贅
明
表
白
類
緊
』
を
参
照
し
た
が
、

表
記
は
私
に
改
め
た
。

(10)
延
慶
本
で
道
宣
を
守
護
し
た
者
が
雌
荼
天
と
さ
れ
た
事
情
や
背
景
に
つ
い
て
は
、
別
に
考

察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(11)
『
秘
抄
問
答
』
の
本
文
は
大
正
新
修
大
蔵
経
に
よ
り
、
私
に
表
記
を
改
め
た
。

(12)
「
因
縁
記
」
の
成
立
に
つ
い
て
よ
り
詳
し
く
探
究
で
き
る
と
よ
い
。
敦
煽
に
お
け
る
高
僧

の
伝
記
と
そ
の
材
料
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
を
含
む
写
本
の
状
態
と
合
わ
せ
て
見
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
と
く
に
道
宣
の
著
作
の
流
布
と
利
用
状
況
、
お
よ
び
道
宣
を
め
ぐ
る
伝
記

の
広
が
り
が
気
に
な
る
。
な
お
、
玄
奨
三
蔵
に
つ
い
て
は
近
時
荒
見
泰
史
氏
の
論
文
が
刊
行

さ
れ
た
（
「
敦
煙
文
献
か
ら
見
た
玄
奨
三
蔵
」
佐
久
間
秀
範
・
近
本
謙
介
•
本
井
牧
子
編
『
玄

奨
三
蔵
新
た
な
る
玄
奨
像
を
も
と
め
て
』
勉
誠
出
版
、
二

0
ニ
―
年
所
収
）
。
不
思
議
な

神
仏
に
守
ら
れ
る
玄
奨
三
蔵
の
イ
メ
ー
ジ
は
民
間
の
儀
礼
や
伝
承
と
結
び
つ
き
な
が
ら
膨
ら

ん
で
い
っ
た
が
、
玄
奨
像
の
展
開
を
横
に
見
な
が
ら
道
宣
と
そ
の
著
作
に
つ
い
て
考
え
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
際
に
は
『
玄
奨
三
蔵
新
た
な
る
玄
奨
像
を
も
と
め
て
』

に
収
載
さ
れ
た
玄
奨
を
め
ぐ
る
多
数
の
論
文
が
考
察
の
導
き
と
な
る
。

(13)
道
宣
の
物
語
は
、
住
吉
明
神
と
物
語
を
し
た
後
白
河
法
皇
が
、
自
分
と
同
じ
よ
う
に
天
と

直
接
対
面
し
た
人
物
と
し
て
道
宣
を
想
起
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
に
語
ら
れ
る
。
後
白
河
法

(30) 
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い
浮
か
べ
た
道
宣
と
は
ど
の
よ
う
な
人
物
か
を
説
明
す
る
た
め
に
語
ら
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。
ゆ
え
に
一
見
す
る
と
、
法
皇
御
灌
頂
物
語
が
存
在
し
て
、
そ
の
中
で
言
及
さ
れ
た

道
宣
の
こ
と
を
補
足
的
に
説
明
し
た
の
が
今
回
取
り
上
げ
た
道
宣
の
物
語
と
思
え
る
。
し
か

し
実
際
は
そ
の
逆
で
、
道
宣
の
物
語
が
ま
ず
あ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
構
築
さ
れ
た
の
が
後
白
河

法
皇
と
住
吉
明
神
と
の
対
話
物
語
だ
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
本
話
に
関
係
し
て
補
足
的

に
語
ら
れ
る
説
話
が
実
は
本
話
を
生
み
出
す
も
と
の
話
で
あ
る
場
合
が
延
慶
本
に
は
あ
り
、

法
皇
の
物
語
も
そ
の
よ
う
に
考
え
た
方
が
理
解
し
や
す
い
（
前
掲
註

(
3
)
拙
稿
参
照
）
。

道
宣
の
物
語
は
彼
の
「
自

で
あ
る
。

は
ど
ち
ら
も
で
あ
り
、
延
慶
本
に
お
け
る
後
白
河
法

ロ
っ
た
人
物
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
「
慢
」
の
物

語
の
源
流
に
、
天
人
感
応
（
天
の
給
仕
を
得
る
神
異
）
の
物
語
が
あ
る
と
考
え
る
の
だ
が
、

実
は
両
者
の
間
の
隔
た
り
は
大
き
い
。
天
人
感
応
の
物
語
か
ら
す
ぐ
に
「
慢
」
の
物
語
が
生

ま
れ
る
と
は
言
え
な
い
。
し
か
し
、
「
因
縁
記
」
を
視
野
に
入
れ
る
こ
と
で
法
皇
の
灌
頂
物

語
の
新
た
な
相
貌
が
見
え
て
く
る
こ
と
も
た
し
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

(15)
『
太
平
広
記
』
で
言
え
ば
「
護
法
菩
儲
」
で
あ
る
法
琳
と
等
し
い
存
在
と
な
る
。
延
慶
本

で
は
後
白
河
法
皇
が
自
身
と
同
じ
よ
う
な
存
在
と
し
て
想
起
し
た
の
は
天
人
と
対
話
し
た
道

宣
で
あ
る
が
、
住
吉
大
明
神
の
直
接
的
加
護
を
得
て
い
る
点
に
お
い
て
、
法
皇
は
実
は
玄
奨

二
蔵
に
重
ね
合
わ
さ
れ
て
い
る
と
も
言
え
る
。

(16)
そ
の
よ
う
な
道
宣
像
の
源
流
に
は
、
道
宣
自
身
の
著
作
『
律
相
感
通
伝
』
や
『
道
宣
律
師

感
通
録
』
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。

(17)
『
続
高
僧
伝
』
『
広
弘
明
集
』
『
集
占
今
仏
道
論
衡
』
な
ど
。

(18)
意
外
な
連
想
で
は
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
道
宣
像
は
慈
円
と
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

本
稿
の
校
正
段
階
で
、
西
谷
功
氏
の
論
文
「
律
駄
天
説
話
の
源
流
と
変
容
—
唐
宋
代

の
諸
伝
承
と
律
学
受
講
の
場
を
視
点
に
」
（
高
橋
悠
介
編
『
宗
教
芸
能
と
し
て
の
能
楽
』
勉

誠
出
版
、
二

0
二
ニ
年
一
月
）
を
読
ん
だ
。
能
《
舎
利
》
を
起
点
に
、
中
国
の
唐
宋
代
か
ら

日
本
中
世
に
わ
た
っ
て
、
偉
駄
天
を
め
ぐ
る
説
話
と
倍
仰
が
ど
の
よ
う
に
展
開
し
た
か
、
そ

の
様
相
を
見
渡
し
た
も
の
で
、
本
稿
で
扱
っ
た
問
題
を
追
究
し
て
い
く
際
に
、
非
常
に
重
要

な
情
報
と
資
料
が
多
く
示
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
言
う
と
、
中
国
宋
代
に
茸
将
軍
と
い
う

尊
格
が
道
宣
を
媒
介
に
律
駄
天
と
習
合
し
て
い
く
こ
と
（
こ
の
よ
う
な
言
説
を
集
約
し
た
も

の
が
『
重
編
諸
天
伝
』
で
あ
る
と
い
う
）
、
そ
の
背
景
に
は
金
光
明
懺
法
儀
礼
の
広
が
り
が
あ
っ

た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
道
宣
に
つ
い
て
は
、
天
宝
元
年
（
七
四
二
）
に
制
作
さ

れ
た
「
道
宣
碑
」
が
決
定
的
に
重
要
で
あ
る
こ
と
も
知
っ
た
。
「
道
宣
碑
」
に
は
、
西
明
寺

で
夜
間
行
道
中
の
道
宣
が
か
ら
あ
し
を
踏
み
そ
う
に
な
っ
た
が
、
「
天
神
捷
疾
」
が
現
れ
て

足
を
捧
げ
持
っ
た
の
で
難
を
逃
れ
た
こ
と
、
ま
た
捷
疾
の
横
に
は
勅
を
受
け
た
「
毘
沙
門
天

王
之
子
」
那
旺
が
随
侍
し
て
い
て
、
捷
疾
が
道
宣
に
仏
牙
を
与
え
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
た

よ
う
で
あ
る
。
私
の
こ
れ
ま
で
の
論
考
で
は
、
道
宣
の
元
に
現
れ
た
天
の
違
い
（
津
駄
天
・

最
勝
太
子
・
那
叱
・
難
将
軍
・
南
天
王
子
張
嶼
な
ど
）
に
つ
い
て
分
析
し
て
こ
な
か
っ
た
。

西
谷
氏
の
論
考
と
そ
こ
に
挙
げ
ら
れ
た
諸
資
料
を
踏
ま
え
て
、
再
考
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

日
本
中
世
の
訊
駄
天
を
め
ぐ
る
言
説
や
文
化
に
つ
い
て
は
、
泉
涌
寺
と
そ
の
関
連
寺
院
が
発

生
源
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
と
西
谷
氏
は
述
べ
て
い
る
。
た
だ
し
、
泉
涌
寺
ほ
ど
厳
格
な
律

駄
天
信
仰
と
儀
礼
を
持
た
な
い
寺
院
（
泉
涌
寺
僧
と
講
義
・
議
論
の
場
で
関
係
を
持
っ
た
他

門
の
僧
侶
が
活
動
す
る
場
）
で
は
、
泉
涌
寺
の
伝
統
的
な
解
釈
と
は
異
な
る
庫
駄
天
や
仏
牙

の
付
会
・
訛
伝
言
説
が
生
ま
れ
た
可
能
性
が
あ
り
、
延
慶
本
の
説
話
な
ど
は
、
そ
の
よ
う
な

独
自
の
解
釈
が
展
開
し
た
場
の
広
が
り
の
中
で
成
立
し
て
き
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
見
通

し
も
示
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
延
慶
本
の
道
宣
説
話
に
つ
い
て
道
宣
の
「
自
称
」
と
身
心

の
「
清
浄
」
を
重
視
し
た
が
、
唐
宋
代
か
ら
泉
涌
寺
へ
と
展
開
し
た
道
宣
を
め
ぐ
る
言
説
と

延
慶
本
と
の
間
の
距
離
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
突
き
詰
め
た
い
と
い
う
思
い
を
持
っ
た
。
西
谷

氏
の
論
考
に
よ
り
、
さ
ら
な
る
考
察
へ
進
む
た
め
の
材
料
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
、
こ

れ
ま
で
扱
っ
て
き
た
問
題
の
奥
深
さ
と
面
白
さ
を
よ
り
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
嬉
し

く
思
う
。

厨

包

本

稿

は
J
S
P
S

科
研
費
基
盤
研
究

(
B
)
「
唱
導
の
場
か
ら
見
た
日
本
古
代
中
世
文
学

の
特
質
に
つ
い
て
の
総
合
的
研
究
」
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の
助
成
を
受
け
た
成
果
で

あ
る
。

(31) 


